
 

 

 

 

 

少子高齢化・人口減少化する地域社会において、深刻な「生活のしづらさ」が広

がっています。障がいや病気、介護や子育ての問題から住まいや就労・家計の不安、

生きがいの喪失など、複合する課題を抱え生活に困窮し、孤立してゆく世帯があり

ます。このような現代社会の課題に、どのように向き合い支援していけばよいので

しょうか…。地域から孤立や悲惨な状況をなくし、共生社会を実現していくために、

当研修会では、専門職の役割と連携を考えるとともに、最近の社会福祉に関する動

向についても学びます。是非ご参加いただけますようご案内申し上げます。 
 

●月 日 平成２９年１１月２４日(金) 

          15：00～17：00（意見交換含む） 

●場 所 四国中央市土居福祉センター 2 階研修室 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 
 

（参加対象者）社会福祉法人等の専門職、地域づくり関係者、行政職員、社協職員 (定員 70 名) 

（参加申込み）下記申込書により１１月２日までに社協に申し込んでください。 
―この研修会は、赤い羽根共同募金配分金を活用して実施されます― 

主催：社会福祉法人四国中央市社会福祉協議会 
（四国中央市三島宮川 4-６-55／電話２８－６１２７ FAX２４－８００９） 

 

 
 
 
 
 

ご案内 

地域から孤立をなくそう 研修会 
 地域共生社会実現に向けて、専門職の連携が求められています 

＜テーマ＞ 

「地域から孤立をなくするために 

～専門職の働き」 
 

講師 東北福祉大学大学院教授、テクノエイド協会理事長 

特定非営利活動法人日本地域福祉研究所理事長 
 

       大 橋 謙 策 氏 
 

 

 

 

≪講師の主な略歴・現職≫ 

大橋謙策先生は、日本地域福祉研究所理事長として、福祉教育論をはじめ、住民主体の

地域福祉実践を通じた地域福祉計画の策定アドバイザー、コミュニティソーシャルワー

クの提唱など教育から福祉にわたる幅広い研究、実践活動をされています。現在、東北

福祉大学教授、公益財団法人テクノエイド協会理事長ほか 

地域から孤立をなくそう研修会(平成 29 年 11 月 24 日) 参加申込書 

氏 名 所属 役職 連絡先(電話) 
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